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(57)【要約】
【課題】ＡＤ変換器および基準電圧回路の異常を検出す
ることができるようにする。
【解決手段】ＡＤ変換器２２の診断を行う際には、基準
電圧回路１２の第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力
する分圧電圧出力部１２４とＡＤ変換部２２とを接続し
、第１の基準電圧を利用して、第１の分圧電圧のＡＤ変
換値を得、比較部３２で、このＡＤ変換値と、ＡＤ変換
器が正常な場合に第１の分圧電圧を第１の基準電圧を利
用して得られるＡＤ変換値と比較し、第１の基準電圧回
路の診断を行う場合には、基準電圧回路１４の第２の基
準電圧の第２の分圧電圧を出力する分圧電圧出力部１４
４とＡＤ変換器２２とを接続し、第１の基準電圧を利用
して、第２の分圧電圧のＡＤ変換値を得、比較器は、こ
のＡＤ変換値と、第１の基準電圧回路が正常な場合に、
第１の分圧電圧を第１の基準電圧を利用して得られるＡ
Ｄ変換値と、の比較を行う。
【選択図】図３



(2) JP 2012-16222 A 2012.1.19

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池セルと、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部と、を備えた充電装置であって
、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電池セルの充電監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部は
、前記電池セルと前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記電池
セルの電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を出力し、
前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定された第１
の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第２の基準電圧回路の前記第２の基準電圧の第２の分圧電圧であって、
前記第２の基準電圧に対する分圧比が、前記第１の基準電圧に対する前記第１の分圧電圧
の分圧比と同じ前記第２の分圧電圧を出力する第２の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部と
を接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第２の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介
してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部
は、前記第３のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場
合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準
電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比
較を行う、充電装置。
【請求項２】
　電池セルと、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部と、を備えた充電装置であって
、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電池セルの充電監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部は
、前記電池セルと前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記電池
セルの電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を出力し、
前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定された第１
の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
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てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の前記第１の分圧電圧を出力
する前記第１の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第２の基準電圧を利用
して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換
値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第３のＡＤ変換値と、前記Ａ
Ｄ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１
の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比較を行う、充電装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第２のＡＤ変換値と前記第２の基準値とが不一致の場合には、前記
電池セルの充電を停止し、前記第２のＡＤ変換値と第２の基準値とが一致した場合には、
前記第１の基準電圧回路の特性診断を行い、前記第３のＡＤ変換値と前記第３の基準値と
が不一致の場合には、前記電池セルの充電を停止する請求項１または２記載の充電装置。
【請求項４】
　電池セルに接続される電池セル接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部
と、を備えた充電制御装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電池セルの充電監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部は
、前記電池セル接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、
前記電池セルの電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を
出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定さ
れた第１の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第２の基準電圧回路の前記第２の基準電圧の第２の分圧電圧であって、
前記第２の基準電圧に対する分圧比が、前記第１の基準電圧に対する前記第１の分圧電圧
の分圧比と同じ前記第２の分圧電圧を出力する第２の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部と
を接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第２の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介
してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部
は、前記第３のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場
合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準
電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比
較を行う、充電制御装置。
【請求項５】
　電池セルに接続される電池セル接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部
と、を備えた充電制御装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
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制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電池セルの充電監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部は
、前記電池セル接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、
前記電池セルの電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を
出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定さ
れた第１の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の前記第１の分圧電圧を出力
する前記第１の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第２の基準電圧を利用
して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換
値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第３のＡＤ変換値と、前記Ａ
Ｄ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１
の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比較を行う、充電制御装置。
【請求項６】
　電圧監視対象に接続される接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部と、
を備えた電圧監視装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電圧監視対象の電圧監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換
部は、前記接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記
電圧監視対象の電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を
出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定さ
れた第１の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第２の基準電圧回路の前記第２の基準電圧の第２の分圧電圧であって、
前記第２の基準電圧に対する分圧比が、前記第１の基準電圧に対する前記第１の分圧電圧
の分圧比と同じ前記第２の分圧電圧を出力する第２の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部と
を接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第２の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介
してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部
は、前記第３のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場
合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準
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電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比
較を行う、電圧監視装置。
【請求項７】
　電圧監視対象に接続される接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部と、
を備えた電圧監視装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電圧監視対象の電圧監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換
部は、前記接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記
電圧監視対象の電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を
出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定さ
れた第１の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の前記第１の分圧電圧を出力
する前記第１の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第２の基準電圧を利用
して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換
値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第３のＡＤ変換値と、前記Ａ
Ｄ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１
の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比較を行う、電圧監視装置。
【請求項８】
　ＡＤ変換対象に接続される接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、を備えたＡ
Ｄ変換装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記ＡＤ変換対象のＡＤ変換を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により、前記
接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記ＡＤ変換対
象の電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を出力し、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により、前記第
１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分圧電圧出力
部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の分圧電圧を
、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により
、前記第２の基準電圧回路の前記第２の基準電圧の第２の分圧電圧であって、前記第２の
基準電圧に対する分圧比が、前記第１の基準電圧に対する前記第１の分圧電圧の分圧比と
同じ前記第２の分圧電圧を出力する第２の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、
前記第１の基準電圧を利用して、前記第２の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変
換を行って第３のＡＤ変換値を出力するＡＤ変換装置。
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【請求項９】
　ＡＤ変換対象に接続される接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、を備えたＡ
Ｄ変換装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記ＡＤ変換対象のＡＤ変換を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により、前記
接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記ＡＤ変換対
象の電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を出力し、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により、前記第
１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分圧電圧出力
部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の分圧電圧を
、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により
、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の前記第１の分圧電圧を出力する前記第
１の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第２の基準電圧を利用して、前記
第１の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換値を出力す
るＡＤ変換装置。
【請求項１０】
　ＡＤ変換部にＡＤ変換用の基準電圧を供給する基準電圧回路の自己診断方法であって、
　前記基準電圧回路の前記基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分圧電圧出力部と
前記ＡＤ変換部とを接続し、前記基準電圧を利用して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ
変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を得、前記第１のＡＤ変換値と、前記
ＡＤ変換器が正常である場合に前記第１の分圧電圧を前記基準電圧を利用して前記ＡＤ変
換器を介してＡＤ変換を行って得られる第１の基準値と、の比較を行うステップと、
　前記第１のＡＤ変換値と第１の基準値が一致した場合には、前記基準電圧と同等の第２
の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路の前記第２の基準電圧の第２の分圧電圧であっ
て、前記第２の基準電圧に対する分圧比が、前記基準電圧に対する前記第１の分圧電圧の
分圧比と同じ前記第２の分圧電圧を出力する第２の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを
接続し、前記基準電圧を利用して、前記第２の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ
変換を行って第２のＡＤ変換値を得、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器と前記基
準電圧回路が正常である場合に、前記第１の分圧電圧を前記基準電圧回路が正常である場
合の前記基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って得られる第２の基
準値と、の比較を行うステップと、を備える基準電圧回路の自己診断方法。
【請求項１１】
　ＡＤ変換部にＡＤ変換用の基準電圧を供給する基準電圧回路の自己診断方法であって、
　前記基準電圧回路の前記基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分圧電圧出力部と
前記ＡＤ変換部とを接続し、前記基準電圧を利用して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ
変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を得、前記第１のＡＤ変換値と、前記
ＡＤ変換器が正常である場合に前記第１の分圧電圧を前記基準電圧を利用して前記ＡＤ変
換器を介してＡＤ変換を行って得られる第１の基準値と、の比較を行うステップと、
　前記第１のＡＤ変換値と第１の基準値が一致した場合には、前記基準電圧回路の前記基
準電圧の前記第１の分圧電圧を出力する前記第１の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを
接続し、前記基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路の前記第２
の基準電圧を利用して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行っ
て第２のＡＤ変換値を得、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器と前記基準電圧回路
が正常である場合に、前記第１の分圧電圧を前記基準電圧回路が正常である場合の前記基
準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の
比較を行うステップと、を備える基準電圧回路の自己診断方法。
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【請求項１２】
　前記自己診断を定期的に行う請求項１０または１１記載の基準電圧回路の自己診断方法
。
【請求項１３】
　前記第１のＡＤ変換値と、第１の基準値とが不一致の場合には、前記ＡＤ変換部によっ
てＡＤ変換される対象の動作を停止するステップをさらに備える請求項１０～１２のいず
れか一項に記載の基準電圧回路の自己診断方法。
【請求項１４】
　前記第２のＡＤ変換値と、第２の基準値とが不一致の場合には、前記ＡＤ変換部によっ
てＡＤ変換される対象の動作を停止するステップをさらに備える請求項１０～１２のいず
れか一項に記載の基準電圧回路の自己診断方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、充電装置、充電制御装置、電圧監視装置、ＡＤ変換装置、および基準電圧回
路の自己診断方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、車載等に利用されるバッテリーにあっては、複数直列された電池セルの各々の電
圧を電圧検出回路を用いて測定し、電池セル全体のばらつきに応じて充放電を繰り返す電
圧調整装置が、例えば特許文献１に開示されている。
【０００３】
　一方、特許文献２には、電池の端子間電圧を設定比率で減圧する減衰器と、減衰器の出
力電圧をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換器と、Ａ／Ｄ変換器にＡ／Ｄ変換用の基準電圧を供給
する基準電圧発生回路と、を備えた電圧計測手段と、電圧計測手段等の情報に基づいて充
電状態の監視処理を実行制御する充電監視制御部と、から構成された充電監視装置が開示
されている。
【０００４】
　特許文献２の充電制御装置によれば、電圧計測手段の動作異常を、電池の充電状態が異
常となったと判断される場合であっても電圧計測手段の計測値が異常となっていない場合
には、電圧計測手段に異常があると判断する方法が開示されている。
【０００５】
　しかしながら、特許文献２に開示されているような電圧計測手段の異常検出方法では、
電池の充電状態が明らかに異常を示した場合でないと電圧計測手段の異常を検出すること
ができないため、例えば車載等に用いられるバッテリーに同方法を適用した場合には、充
電状態異常による誤動作や電源線の断線、発火等が生じてしまうおそれがあり、安全面を
維持する観点からは非常に危険であり、同方法を適用することは好ましくない。
【０００６】
　また、特許文献３には、テストモードにおいて予め定めた基準電圧をＡＤ変換器に入力
し、変換データが所定値に等しいか否かを判定することによってＡＤ変換器の動作チェッ
クを行う技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－３８８５７号公報
【特許文献２】特開２００３－３１９５６５号公報
【特許文献３】特開平８－５６１６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　本発明の主な目的は、ＡＤ変換器および基準電圧回路の異常を検出することができる充
電装置、充電制御装置、電圧監視装置、ＡＤ変換装置、および基準電圧回路の自己診断方
法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明によれば、
　電池セルと、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部と、を備えた充電装置であって
、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電池セルの充電監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部は
、前記電池セルと前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記電池
セルの電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を出力し、
前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定された第１
の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第２の基準電圧回路の前記第２の基準電圧の第２の分圧電圧であって、
前記第２の基準電圧に対する分圧比が、前記第１の基準電圧に対する前記第１の分圧電圧
の分圧比と同じ前記第２の分圧電圧を出力する第２の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部と
を接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第２の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介
してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部
は、前記第３のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場
合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準
電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比
較を行う、充電装置が提供される。
【００１０】
　また、本発明によれば、
　電池セルと、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部と、を備えた充電装置であって
、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電池セルの充電監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部は
、前記電池セルと前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記電池
セルの電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を出力し、
前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定された第１
の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
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は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の前記第１の分圧電圧を出力
する前記第１の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第２の基準電圧を利用
して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換
値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第３のＡＤ変換値と、前記Ａ
Ｄ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１
の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比較を行う、充電装置が提供される。
【００１１】
　好ましくは、前記制御部は、前記第２のＡＤ変換値と前記第２の基準値とが不一致の場
合には、前記電池セルの充電を停止し、前記第２のＡＤ変換値と第２の基準値とが一致し
た場合には、前記第１の基準電圧回路の特性診断を行い、前記第３のＡＤ変換値と前記第
３の基準値とが不一致の場合には、前記電池セルの充電を停止する。
【００１２】
　また、本発明によれば、
　電池セルに接続される電池セル接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部
と、を備えた充電制御装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電池セルの充電監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部は
、前記電池セル接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、
前記電池セルの電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を
出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定さ
れた第１の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第２の基準電圧回路の前記第２の基準電圧の第２の分圧電圧であって、
前記第２の基準電圧に対する分圧比が、前記第１の基準電圧に対する前記第１の分圧電圧
の分圧比と同じ前記第２の分圧電圧を出力する第２の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部と
を接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第２の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介
してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部
は、前記第３のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場
合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準
電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比
較を行う、充電制御装置が提供される。
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【００１３】
　また、本発明によれば、
　電池セルに接続される電池セル接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部
と、を備えた充電制御装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電池セルの充電監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部は
、前記電池セル接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、
前記電池セルの電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を
出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定さ
れた第１の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の前記第１の分圧電圧を出力
する前記第１の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第２の基準電圧を利用
して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換
値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第３のＡＤ変換値と、前記Ａ
Ｄ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１
の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比較を行う、充電制御装置が提供される
。
【００１４】
　また、本発明によれば、
　電圧監視対象に接続される接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部と、
を備えた電圧監視装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電圧監視対象の電圧監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換
部は、前記接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記
電圧監視対象の電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を
出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定さ
れた第１の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
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てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第２の基準電圧回路の前記第２の基準電圧の第２の分圧電圧であって、
前記第２の基準電圧に対する分圧比が、前記第１の基準電圧に対する前記第１の分圧電圧
の分圧比と同じ前記第２の分圧電圧を出力する第２の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部と
を接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第２の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介
してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部
は、前記第３のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場
合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準
電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比
較を行う、電圧監視装置が提供される。
【００１５】
　また、本発明によれば、
　電圧監視対象に接続される接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、制御部と、
を備えた電圧監視装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記制御部は、比較部を備え、
　前記電圧監視対象の電圧監視を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換
部は、前記接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記
電圧監視対象の電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を
出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第１のＡＤ変換値と、予め設定さ
れた第１の基準値と、の比較を行い、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記ＡＤ変換部
は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分
圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の
分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、前記
制御部の制御により、前記比較部は、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器が正常で
ある場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の比較を行い、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記制御部の制御により、前記Ａ
Ｄ変換部は、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の前記第１の分圧電圧を出力
する前記第１の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第２の基準電圧を利用
して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換
値を出力し、前記制御部の制御により、前記比較部は、前記第３のＡＤ変換値と、前記Ａ
Ｄ変換器と前記第１の基準電圧回路が正常である場合に、前記第１の分圧電圧を前記第１
の基準電圧回路が正常である場合の前記第１の基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介し
てＡＤ変換を行って得られる第３の基準値と、の比較を行う、電圧監視装置が提供される
。
【００１６】
　また、本発明によれば、
　ＡＤ変換対象に接続される接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、を備えたＡ
Ｄ変換装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記ＡＤ変換対象のＡＤ変換を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により、前記
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接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記ＡＤ変換対
象の電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を出力し、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により、前記第
１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分圧電圧出力
部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の分圧電圧を
、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により
、前記第２の基準電圧回路の前記第２の基準電圧の第２の分圧電圧であって、前記第２の
基準電圧に対する分圧比が、前記第１の基準電圧に対する前記第１の分圧電圧の分圧比と
同じ前記第２の分圧電圧を出力する第２の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、
前記第１の基準電圧を利用して、前記第２の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変
換を行って第３のＡＤ変換値を出力するＡＤ変換装置が提供される。
【００１７】
　また、本発明によれば、
　ＡＤ変換対象に接続される接続端子と、基準電圧生成部と、ＡＤ変換部と、を備えたＡ
Ｄ変換装置であって、
　前記基準電圧生成部は、第１の基準電圧を生成する第１の基準電圧回路と、前記第１の
基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路と、を備え、
　前記ＡＤ変換部は、ＡＤ変換器と、接続切替部と、前記接続切替部を制御する接続切替
制御部とを備え、
　前記ＡＤ変換対象のＡＤ変換を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により、前記
接続端子と前記ＡＤ変換器とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記ＡＤ変換対
象の電圧値を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を出力し、
　前記ＡＤ変換器の特性診断を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により、前記第
１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分圧電圧出力
部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第１の基準電圧を利用して、前記第１の分圧電圧を
、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第２のＡＤ変換値を出力し、
　前記第１の基準電圧回路の特性診断を行う場合には、前記接続切替制御部の制御により
、前記第１の基準電圧回路の前記第１の基準電圧の前記第１の分圧電圧を出力する前記第
１の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを接続し、前記第２の基準電圧を利用して、前記
第１の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って第３のＡＤ変換値を出力す
るＡＤ変換装置が提供される。
【００１８】
　また、本発明によれば、
　ＡＤ変換部にＡＤ変換用の基準電圧を供給する基準電圧回路の自己診断方法であって、
　前記基準電圧回路の前記基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分圧電圧出力部と
前記ＡＤ変換部とを接続し、前記基準電圧を利用して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ
変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を得、前記第１のＡＤ変換値と、前記
ＡＤ変換器が正常である場合に前記第１の分圧電圧を前記基準電圧を利用して前記ＡＤ変
換器を介してＡＤ変換を行って得られる第１の基準値と、の比較を行うステップと、
　前記第１のＡＤ変換値と第１の基準値が一致した場合には、前記基準電圧と同等の第２
の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路の前記第２の基準電圧の第２の分圧電圧であっ
て、前記第２の基準電圧に対する分圧比が、前記基準電圧に対する前記第１の分圧電圧の
分圧比と同じ前記第２の分圧電圧を出力する第２の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを
接続し、前記基準電圧を利用して、前記第２の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ
変換を行って第２のＡＤ変換値を得、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器と前記基
準電圧回路が正常である場合に、前記第１の分圧電圧を前記基準電圧回路が正常である場
合の前記基準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って得られる第２の基
準値と、の比較を行うステップと、を備える基準電圧回路の自己診断方法が提供される。
【００１９】
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　また、本発明によれば、
　ＡＤ変換部にＡＤ変換用の基準電圧を供給する基準電圧回路の自己診断方法であって、
　前記基準電圧回路の前記基準電圧の第１の分圧電圧を出力する第１の分圧電圧出力部と
前記ＡＤ変換部とを接続し、前記基準電圧を利用して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ
変換器を介してＡＤ変換を行って第１のＡＤ変換値を得、前記第１のＡＤ変換値と、前記
ＡＤ変換器が正常である場合に前記第１の分圧電圧を前記基準電圧を利用して前記ＡＤ変
換器を介してＡＤ変換を行って得られる第１の基準値と、の比較を行うステップと、
　前記第１のＡＤ変換値と第１の基準値が一致した場合には、前記基準電圧回路の前記基
準電圧の前記第１の分圧電圧を出力する前記第１の分圧電圧出力部と前記ＡＤ変換部とを
接続し、前記基準電圧と同等の第２の基準電圧を生成する第２の基準電圧回路の前記第２
の基準電圧を利用して、前記第１の分圧電圧を、前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行っ
て第２のＡＤ変換値を得、前記第２のＡＤ変換値と、前記ＡＤ変換器と前記基準電圧回路
が正常である場合に、前記第１の分圧電圧を前記基準電圧回路が正常である場合の前記基
準電圧を利用して前記ＡＤ変換器を介してＡＤ変換を行って得られる第２の基準値と、の
比較を行うステップと、を備える基準電圧回路の自己診断方法が提供される。
【００２０】
　好ましくは、前記自己診断を定期的に行う。
【００２１】
　好ましくは、上記基準電圧回路の自己診断方法は、前記第１のＡＤ変換値と、第１の基
準値とが不一致の場合には、前記ＡＤ変換部によってＡＤ変換される対象の動作を停止す
るステップをさらに備える
【００２２】
　また、好ましくは、上記基準電圧回路の自己診断方法は、前記第２のＡＤ変換値と、第
２の基準値とが不一致の場合には、前記ＡＤ変換部によってＡＤ変換される対象の動作を
停止するステップをさらに備える。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、ＡＤ変換器および基準電圧回路の異常を検出することができる充電装
置、充電制御装置、電圧監視装置、ＡＤ変換装置、および基準電圧回路の自己診断方法が
提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１の実施の形態の充電装置を説明するための概略図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態の充電装置を説明するための概略図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態の充電装置を説明するための概略図である。
【図４】本発明の第２の実施の形態の充電装置を説明するための概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の好ましい実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００２６】
　二次電池、特にリチウムイオン二次電池を充電する場合、誤った方法で行うと発火等の
事故をもたらすことがある。そのため充電時はメーカーが指定した条件内で充電電圧と充
電電流を管理する必要がある。
【００２７】
　電池監視用ＩＣによって電圧を測定する場合、ＡＤ変換器（ＡＤＣ）の測定誤差を小さ
くすることは上記の理由で非常に重要である。ＡＤ変換器の分解能が高いことも求められ
るが、経年劣化による誤差を定期的に診断できる機構を持つのがよい。ＡＤ変換器の誤差
要因としてＡＤ変換器自体の劣化と、基準電圧回路（ＶＲＥＦ）の劣化によるものがある
。
【００２８】
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　電圧測定手段を診断するものについて、従来、特許文献２に開示されるものがある。こ
れは測定値の急速な時間変化を調べることで劣化し異常動作しているかを診断するもので
ある。しかしながら上記構成の装置では、緩やかに特性劣化している場合は検知できない
。本発明の実施の形態によれば、緩やかに特性劣化している場合も検知できる装置が提供
される。
【００２９】
（第１の実施の形態）
　図１～図３を参照すれば、第１の実施の形態の充電装置１は、充電制御装置３と電池セ
ル４０とを備えている。充電制御装置３は、ＡＤ変換装置５と制御部３０とを備えている
。ＡＤ変換装置５は、基準電圧発生部１０とＡＤ変換部２０とを備えている。基準電圧発
生部１０は第１の基準電圧発生回路１２と第２の基準電圧発生回路１４とを備えている。
ＡＤ変換部２０は、ＡＤ変換器２２と接続切替部２４と接続切替制御部２６とを備えてい
る。制御部３０は比較部３２を備えている。
【００３０】
　充電制御装置３によって電池セル４０の充電の制御および監視を行う。充電制御装置３
は、例えば、電池監視ＩＣとして構成される。制御部３０は、基準電圧発生部１０の第１
の基準電圧発生回路１２および第２の基準電圧発生回路１４と、ＡＤ変換部２０のＡＤ変
換器２２と接続切替制御部２６と、比較部３２と、電池セル４０と、を制御する。接続切
替部２４は接続切替制御部２６によって制御される。制御部３０は、例えば、マイクロコ
ンピュータとして構成される。
【００３１】
　第１の基準電圧発生回路１２は、第１の基準電圧Ｖ１を出力する第１の基準電圧出力端
子１２２と、第１の基準電圧の１／ｎ（ｎは整数）の第１の分圧電圧Ｖ１／ｎを出力する
第１の分圧電圧出力部１２４とを備えている。第１の分圧電圧Ｖ１／ｎは、０Ｖおよび第
１の基準電圧以外の電圧である。第２の基準電圧発生回路１４は、第２の基準電圧Ｖ２を
出力する第２の基準電圧出力端子１４２と、第２の基準電圧の１／ｎ（ｎは整数）の第２
の分圧電圧Ｖ２／ｎを出力する第１の分圧電圧出力部１４４とを備えている。第１の基準
電圧Ｖ１と第２の基準電圧Ｖ２は同じ設定値（Ｖ１＝Ｖ２）である。第２の分圧電圧の第
２の基準電圧に対する分圧比は、第１の分圧電圧の第１の基準電圧に対する分圧比と同じ
であり、１／ｎである。
【００３２】
　ＡＤ変換器２２は、基準電圧入力部２２２とＡＤ変換電圧入力部２２４と、ＡＤ変換値
出力部２２６とを備えている。ＡＤ変換値出力部２２６は比較部３２に接続され、ＡＤ変
換器２２によってＡＤ変換されたＡＤ変換値は、比較部３２に入力される。
【００３３】
　接続切替部２４は、ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２に接続されている端子２４
１と、ＡＤ変換器２２のＡＤ変換電圧入力部２２４に接続されている端子２４２と、第１
の基準電圧発生回路１２の第１の基準電圧出力端子１２２に接続されている端子２４３と
、第１の基準電圧発生回路１２の第１の分圧電圧出力部１２４に接続されている端子２４
４と、電池セル４０の電圧出力端子４１に接続されている端子２４５と、第２の基準電圧
発生回路１４の第２の基準電圧出力端子１４２に接続されている端子２４６と、第２の基
準電圧発生回路１４の第２の分圧電圧出力部１４４に接続されている端子２４７とを備え
ている。接続切替制御部２６の制御により、端子２４１と、端子２４３、２４６間の接続
の切り替えが行われ、端子２４２と、端子２４４、２４５、２４７間の接続の切り替えが
行われる。
【００３４】
　図１を参照して、電池セル４０の充電監視動作について説明する。制御部３０の制御に
より接続切替制御部２６を制御し、接続切替制御部２６の制御により接続切替部２４を制
御して、端子２４１と端子２４３とを接続して、ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２
に第１の基準電圧発生回路１２の第１の基準電圧出力端子１２２を接続し、端子２４２と
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端子２４５とを接続して、ＡＤ変換器２２のＡＤ変換電圧入力部２２４に電池セル４０の
電圧出力端子４１を接続する。
【００３５】
　ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２には第１の基準電圧発生回路１２の第１の基準
電圧出力端子１２２から第１の基準電圧Ｖ１が供給され、ＡＤ変換器２２のＡＤ変換電圧
入力部２２４には電池セル４０の出力電圧Ｖｂが入力され、ＡＤ変換器２２によって、第
１の基準電圧Ｖ１を基準とした電池セル４０の出力電圧ＶｂのＡＤ変換値が比較部３２に
出力される。例えば、第１の基準電圧Ｖ１が５Ｖであり、電池セル４０の出力電圧Ｖｂが
２．５Ｖの場合には、５Ｖを基準として２．５ＶがＡＤ変換され、４ｂｉｔの場合を例に
とると、（１１１１）に対して（０１１１）が出力される。
【００３６】
　出力されたＡＤ変換値は、制御部３０に設けられた比較部３２に入力され、予め設定さ
れた所定の基準電圧と比較される。この動作によって、電池セル４０の充電監視が行われ
る。
【００３７】
　なお、電池セル４０の充電監視には、第１の基準電圧発生回路１２のみが使用され、第
２の基準電圧発生回路１４は、パワーダウンさせておき、動作させない。第２の基準電圧
発生回路１４は、後に説明するＡＤ変換装置５の診断時のみ起動させる。
【００３８】
　次に、図２を参照して、ＡＤ変換装置５の診断時の動作のうち、ＡＤ変換器２２の診断
動作について説明する。制御部３０の制御により接続切替制御部２６を制御し、接続切替
制御部２６の制御により接続切替部２４を制御して、端子２４１と端子２４３とを接続し
て、ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２に第１の基準電圧発生回路１２の第１の基準
電圧出力端子１２２を接続し、端子２４２と端子２４４とを接続して、ＡＤ変換器２２の
ＡＤ変換電圧入力部２２４に第１の基準電圧発生回路１２の第１の分圧電圧出力部１２４
を接続する。
【００３９】
　ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２には第１の基準電圧発生回路１２の第１の基準
電圧出力端子１２２から第１の基準電圧Ｖ１が供給され、ＡＤ変換器２２のＡＤ変換電圧
入力部２２４には第１の基準電圧発生回路１２の第１の分圧電圧出力部１２４から第１の
分圧電圧Ｖ１／ｎが入力され、ＡＤ変換器２２によって、第１の基準電圧Ｖ１を基準とし
た第１の分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変換値が比較部３２に出力される。
【００４０】
　出力された第１の分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変換値は、制御部３０に設けられた比較部３
２に入力され、予め設定された、ＡＤ変換器２２が正常な場合に出力される所望の第１の
分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変換値と比較される。
【００４１】
　両者が一致すれば、ＡＤ変換器２２は正常に動作していると判定して、次に第１の基準
電圧発生回路１２が正常であるかの診断に移行する。
【００４２】
　両者が不一致であれば、ＡＤ変換器２２に不具合があると判定し、アプリケーションの
動作を停止し、電池セル４０の充電動作を停止する。
【００４３】
　例えば、第１の基準電圧Ｖ１が５Ｖであり、第１の分圧電圧Ｖ１／ｎが２．５Ｖの場合
には、５Ｖを基準として２．５ＶがＡＤ変換され、４ｂｉｔの場合を例にとると、（１１
１１）に対して（０１１１）が出力される。この場合に、第１の基準電圧発生回路１２が
劣化して、第１の基準電圧Ｖ１が５Ｖから４ＶのＶ１’となったとすると、第１の分圧電
圧Ｖ１’／ｎは２Ｖとなる。ＡＤ変換器２２では、第１の基準電圧Ｖ１’（＝４Ｖ）を基
準として、第１の分圧電圧Ｖ１’／ｎ（＝２Ｖ）をＡＤ変換することになるので、ＡＤ変
換値は（１１１１）に対して（０１１１）が出力されることになる。このように、たとえ
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、第１の基準電圧発生回路１２が劣化していても、ＡＤ変換器２２が正常であれば、第１
の分圧電圧Ｖ１’／ｎのＡＤ変換された値は、ＡＤ変換器２２が正常な場合に出力される
第１の分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変換値と一致するので、ＡＤ変換器２２が正常であること
が判定できることになる。
【００４４】
　ＡＤ変換器２２が正常であると判定された場合には、次に、第１の基準電圧回路１２の
診断を行う。図３を参照して、ＡＤ変換装置５の診断時の動作のうち、第１の基準電圧回
路１２の診断動作について説明する。制御部３０の制御により接続切替制御部２６を制御
し、接続切替制御部２６の制御により接続切替部２４を制御して、端子２４１と端子２４
３とを接続して、ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２に第１の基準電圧発生回路１２
の第１の基準電圧出力端子１２２を接続し、端子２４２と端子２４７とを接続して、ＡＤ
変換器２２のＡＤ変換電圧入力部２２４に第２の基準電圧発生回路１４の第２の分圧電圧
出力部１４４を接続する。
【００４５】
　ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２には第１の基準電圧発生回路１２の第１の基準
電圧出力端子１２２から第１の基準電圧Ｖ１が供給され、ＡＤ変換器２２のＡＤ変換電圧
入力部２２４には第２の基準電圧発生回路１４の第２の分圧電圧出力部１４４から第２の
分圧電圧Ｖ２／ｎが入力され、ＡＤ変換器２２によって、第１の基準電圧Ｖ１を基準とし
た第２の分圧電圧Ｖ２／ｎのＡＤ変換値が比較部３２に出力される。
【００４６】
　出力された第２の分圧電圧Ｖ２／ｎのＡＤ変換値は、制御部３０に設けられた比較部３
２に入力され、ＡＤ変換器２２と第１の基準電圧発生回路１２が正常な場合に第１の基準
電圧発生回路１２が正常である場合の第１の基準電圧Ｖ１を基準として出力される、予め
設定された所望の第１の分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変換値と比較される。
【００４７】
　第１の基準電圧発生回路１２が正常であれば、第２の分圧電圧Ｖ２／ｎと第１の分圧電
圧Ｖ１／ｎは等しいので、出力された第２の分圧電圧Ｖ２／ｎのＡＤ変換値と予め設定さ
れた所望の第１の分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変換値が一致すれば、第１の基準電圧発生回路
１２は劣化していないと判定し、アプリケーションの動作を継続する。
【００４８】
　両者が不一致であれば、第１の基準電圧発生回路１２は劣化していると判定し、アプリ
ケーションの動作を停止し、電池セル４０の充電動作を停止する。
【００４９】
　例えば、第１の基準電圧発生回路１２が正常な場合の第１の基準電圧Ｖ１が５Ｖであり
、第１の分圧電圧Ｖ１／ｎが２．５Ｖの場合には、第２の基準電圧Ｖ２が５Ｖであり、第
２の分圧電圧Ｖ２／ｎが２．５Ｖであるので、第１の基準電圧Ｖ１の５Ｖを基準として第
２の分圧電圧Ｖ２／ｎの２．５ＶがＡＤ変換され、４ｂｉｔの場合を例にとると、（１１
１１）に対して（０１１１）が出力される。この場合に、第１の基準電圧発生回路１２が
劣化して、第１の基準電圧Ｖ１が５Ｖから４ＶのＶ１’となったとすると、ＡＤ変換器２
２では、第１の基準電圧Ｖ１’（＝４Ｖ）を基準として、第２の分圧電圧Ｖ２／ｎ（＝２
．５Ｖ）をＡＤ変換することになるので、ＡＤ変換値は（１１１１）に対して（１００１
）が出力されることになって、一致しなくなる。
【００５０】
　電池セル４０の充電監視には、第１の基準電圧発生回路１２のみが使用され、第２の基
準電圧発生回路１４は、パワーダウンさせておき、動作させず、ＡＤ変換装置５の第１の
基準電圧発生回路１２の診断時のみ起動させる。そのため、第２の基準電圧発生回路１４
の劣化は非常に小さい。そのため、第１の基準電圧Ｖ１を基準とした第２の分圧電圧Ｖ２
／ｎのＡＤ変換値が規定値かどうかを判定すれば、第１の基準電圧発生回路１２の劣化が
判断できる。
【００５１】
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　以上のように第１の実施の形態によれば、基準電圧発生回路１４を追加搭載することで
、ＡＤ変換器２２の劣化か、基準電圧発生回路１２の劣化かが判定できる。このＡＤ変換
器２２および基準電圧発生回路１２の劣化判定ステップを定期的に、電池セル４０の充電
監視ステップに組み込めば、電池セル４０の充電状態の異常を検出する前であっても、電
圧計測手段（ＡＤ変換器２２および基準電圧発生回路１２）の異常を検出することができ
、ＡＤ変換器２２または基準電圧発生回路１２が劣化していると判定されれば、電池セル
４０への充電状態の異常を検出する前あっても、電池セル４０の充電をストップすること
で、充電状態異常となった場合に生じるアプリケーションの誤動作等を未然に防止するこ
とができ、発火等の事故を未然に防ぐことができる。なお、ＡＤ変換器２２および基準電
圧発生回路１２の劣化判定ステップを定期的に実効させ、自己診断を定期的に行うという
指示を出すのは制御部３０である。また、本発明の実施の形態によれば、ＡＤ変換器２２
から出力されるＡＤ変換値が所定の値と一致するか否かを調べるので、電圧計測手段（Ａ
Ｄ変換器２２および基準電圧発生回路１２）が緩やかに特性劣化している場合もその劣化
を検知できる。
【００５２】
（第２の実施の形態）
　第２の実施の形態は、第１の実施の形態と、ＡＤ変換器２２が正常であるか否かを判定
するまでは同じである。ＡＤ変換器２２が正常であるか否かを判定するまでは同じである
。ＡＤ変換器２２が正常であると判定された場合には、第１の実施の形態では、端子２４
１と端子２４３とを接続して、ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２に、第１の基準電
圧発生回路１２の第１の基準電圧出力端子１２２から第１の基準電圧Ｖ１を供給し、端子
２４２と端子２４７とを接続して、ＡＤ変換器２２のＡＤ変換電圧入力部２２４に第２の
基準電圧発生回路１２の第２の分圧電圧出力部１２４から第２の分圧電圧Ｖ２／ｎを入力
して、ＡＤ変換器２２によって、第１の基準電圧Ｖ１を基準とした第２の分圧電圧Ｖ２／
ｎのＡＤ変換値を比較部３２に出力して、第１の基準電圧回路１２の診断を行ったが、第
２の実施の形態では、図４に示すように、端子２４１と端子２４６とを接続して、ＡＤ変
換器２２の基準電圧入力部２２２に、第２の基準電圧発生回路１４の第２の基準電圧出力
端子１４２から第２の基準電圧Ｖ２を供給し、端子２４２と端子２４４とを接続して、Ａ
Ｄ変換器２２のＡＤ変換電圧入力部２２４に第１の基準電圧発生回路１２の第１の分圧電
圧出力部１２４から第２の分圧電圧Ｖ１／ｎを入力して、ＡＤ変換器２２によって、第２
の基準電圧Ｖ２を基準とした第１の分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変換値を比較部３２に出力し
て、第１の基準電圧回路１２の診断を行う。
【００５３】
　図４を参照して、本実施の形態における、第１の基準電圧回路１２の診断動作について
さらに詳細に説明する。制御部３０の制御により接続切替制御部２６を制御し、接続切替
制御部２６の制御により接続切替部２４を制御して、端子２４１と端子２４６とを接続し
て、ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２に第２の基準電圧発生回路１４の第２の基準
電圧出力端子１４２を接続し、端子２４２と端子２４４とを接続して、ＡＤ変換器２２の
ＡＤ変換電圧入力部２２４に第１の基準電圧発生回路１２の第１の分圧電圧出力部１２４
を接続する。
【００５４】
　ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２には第２の基準電圧発生回路１４の第１の基準
電圧出力端子１４２から第２の基準電圧Ｖ２が供給され、ＡＤ変換器２２のＡＤ変換電圧
入力部２２４には第１の基準電圧発生回路１２の第２の分圧電圧出力部１２４から第１の
分圧電圧Ｖ１／ｎが入力され、ＡＤ変換器２２によって、第２の基準電圧Ｖ２を基準とし
た第１の分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変換値が比較部３２に出力される。
【００５５】
　第２の基準電圧Ｖ２を基準としてＡＤ変換された第１の分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変換値
は、制御部３０に設けられた比較部３２に入力され、ＡＤ変換器２２と第１の基準電圧発
生回路１２が正常な場合に第１の基準電圧発生回路１２が正常である場合の第１の基準電
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圧Ｖ１を基準として出力される、予め設定された所望の第１の分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変
換値と比較される。
【００５６】
　第１の基準電圧発生回路１２が正常であれば、第１の基準電圧Ｖ１と第２の基準電圧Ｖ
２は等しいので、第２の基準電圧Ｖ２を基準としてＡＤ変換された第１の分圧電圧Ｖ１／
ｎのＡＤ変換値と予め設定された所望の第１の分圧電圧Ｖ１／ｎのＡＤ変換値が一致すれ
ば、第１の基準電圧発生回路１２は劣化していないと判定し、アプリケーションの動作を
継続する。
【００５７】
　両者が不一致であれば、第１の基準電圧発生回路１２は劣化していると判定し、アプリ
ケーションの動作を停止し、電池セル４０の充電動作を停止する。
【００５８】
　例えば、第１の基準電圧発生回路１２が正常な場合の第１の基準電圧Ｖ１が５Ｖであり
、第１の分圧電圧Ｖ１／ｎが２．５Ｖの場合には、第２の基準電圧Ｖ２が５Ｖであり、第
２の分圧電圧Ｖ２／ｎが２．５Ｖであるので、第２の基準電圧Ｖ２の５Ｖを基準として第
１の分圧電圧Ｖ１／ｎの２．５ＶがＡＤ変換され、４ｂｉｔの場合を例にとると、（１１
１１）に対して（０１１１）が出力される。この場合に、第１の基準電圧発生回路１２が
劣化して、第１の基準電圧Ｖ１が５Ｖから４．４ＶのＶ１’となったとすると、第１の分
圧電圧Ｖ１’／ｎが２．２Ｖとなり、ＡＤ変換器２２では、第２の基準電圧Ｖ２（＝５Ｖ
）を基準として、第１の分圧電圧Ｖ１’／ｎ（＝２．２Ｖ）をＡＤ変換することになるの
で、ＡＤ変換値は（１１１１）に対して（０１１０）が出力されることになって、一致し
なくなる。
【００５９】
　電池セル４０の充電監視には、第１の基準電圧発生回路１２のみが使用され、第２の基
準電圧発生回路１４は、パワーダウンさせておき、動作させず、ＡＤ変換装置５の第１の
基準電圧発生回路１２の診断時のみ起動させる。そのため、第２の基準電圧発生回路１４
の劣化は非常に小さい。そのため、第２の基準電圧Ｖ２を基準とした第１の分圧電圧Ｖ１
／ｎのＡＤ変換値が規定値かどうかを判定すれば、第１の基準電圧発生回路１２の劣化が
判断できる。
【００６０】
　以上のように第２の実施の形態によれば、基準電圧発生回路１４を追加搭載することで
、ＡＤ変換器２２の劣化か、基準電圧発生回路１２の劣化かが判定できる。このＡＤ変換
器２２および基準電圧発生回路１２の劣化判定ステップを定期的に、電池セル４０の充電
監視ステップに組み込めば、電池セル４０の充電状態の異常を検出する前であっても、電
圧計測手段（ＡＤ変換器２２および基準電圧発生回路１２）の異常を検出することができ
、ＡＤ変換器２２または基準電圧発生回路１２が劣化していると判定されれば、電池セル
４０への充電状態の異常を検出する前あっても、電池セル４０の充電をストップすること
で、充電状態異常となった場合に生じるアプリケーションの誤動作等を未然に防止するこ
とができ、発火等の事故を未然に防ぐことができる。また、本発明の実施の形態によれば
、ＡＤ変換器２２から出力されるＡＤ変換値が所定の値と一致するか否かを調べるので、
電圧計測手段（ＡＤ変換器２２および基準電圧発生回路１２）が緩やかに特性劣化してい
る場合もその劣化を検知できる。
【００６１】
　なお、上述したように、第１および第２の実施の形態では、ＡＤ変換器２２の診断及び
第１の基準電圧回路１２の診断に、第１の基準電圧回路１２の第１の基準電圧Ｖ１を基準
として、第１の基準電圧Ｖ１を分圧した第１の分圧電圧Ｖ１／ｎを用いてＡＤ変換してい
るので、出力されるＡＤ変換値は、第１の基準電圧Ｖ１を一定割合で分圧された値となり
、仮に第１の基準電圧Ｖ１の基準電圧が特性劣化により本来の値でなくなっていたとして
も、ＡＤ変換器が正常であればＡＤ変換器が正常であるとして予め定めた基準値と一致す
るため、正確なＡＤ変換器の特性診断が可能となる。これに対して、第１の基準電圧Ｖ１
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を分圧した第１の分圧電圧Ｖ１／ｎを用いず、第１の基準電圧Ｖ１をＡＤ変換した値と、
第１の基準電圧回路１２が正常な場合に第１の基準電圧Ｖ１をＡＤ変換した値と、を比較
してＡＤ変換器が正常であるか否かを判定しようとすれば、ＡＤ変換器が正常であっても
、第１の基準電圧回路１２が劣化していれば、これらの値は一致しなくなってしまい、Ａ
Ｄ変換器の診断を正確に行えなくなってしまうという問題が生じる。
【００６２】
　また、第１の基準電圧回路１２の診断の際に、第１の実施の形態では、電池セル４０の
充電監視の際に、元々電池セル４０の電圧を入力していたＡＤ変換器２２のＡＤ変換電圧
入力部２２４の接続を、接続切替部２４により第２の基準電圧回路１４の第２の分圧電圧
出力部１４４に切り替えて第２の分圧電圧を入力するようにしたのみであり、第２の実施
の形態では、電池セル４０の充電監視の際に、元々電池セル４０の電圧を入力していたＡ
Ｄ変換器２２のＡＤ変換電圧入力部２２４の接続を、接続切替部２４により第１の基準電
圧回路１２の第１の分圧電圧出力部１２４に切り替えて第１の分圧電圧を入力するように
し、ＡＤ変換器２２の基準電圧入力部２２２の接続を、第１の基準電圧発生回路１２の第
１の基準電圧出力端子１２２から第２の基準電圧発生回路１４の第２の基準電圧出力端子
１４２に切り替えて第２の基準電圧Ｖ２を入力するようにしたのみであるので、第１の基
準電圧発生回路１２の診断のために、第１の基準電圧Ｖ１と第２の基準電圧Ｖ２とを比較
するために余計に比較器を用いる必要もなく、チップ面積の増大を抑制することが可能と
なる。
【００６３】
　なお、第１および第２の実施の形態では、電池セルの充電状態を監視する電池監視ＩＣ
等の充電制御装置に適用した例を説明したが、本発明は、測定精度が必要でかつ、基準電
圧発生回路の劣化が判断された後に動作を中断できるアプリケーションに適用可能である
。また、充電制御装置３は、電池セル４０の充電状態の監視ではなく、端子２４５に接続
する対象を電池セル４０に代えて電圧監視対象とすれば、充電制御装置３は、電圧監視装
置として機能する。
【００６４】
　以上、本発明の種々の典型的な実施の形態を説明してきたが、本発明はそれらの実施の
形態に限定されない。従って、本発明の範囲は、次の特許請求の範囲によってのみ限定さ
れるものである。
【符号の説明】
【００６５】
１　　　充電装置
３　　　充電制御装置
５　　　ＡＤ変換装置
１０　　基準電圧発生部
１２　　第１の基準電圧発生回路
１２２　第１の基準電圧出力端子
１２４　第１の分圧電圧出力部
１４　　第２の基準電圧発生回路
１４２　第２の基準電圧出力端子
１４４　第２の分圧電圧出力部
２０　　ＡＤ変換部
２２　　ＡＤ変換器
２２２　基準電圧入力部
２２４　ＡＤ変換電圧入力部
２２６　ＡＤ変換値出力部
２４　　接続切替部
２４１～２４７　端子
２６　　接続切替制御部
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３０　　制御部
３２　　比較部
４０　　電池セル

【図１】 【図２】
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